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日本機械学会関西支部の活動報告
日本機械学会関西支部の沿革と現況

JSME－Kansai は今
［１］日本機械学会関西支部の沿革と現況

沿革

日本機械学会関西支部（JSME-Kansai）は、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、滋賀県、和歌山県に在住、もしくはこれらの府県において事業
を行っている関西地域の日本機械学会会員 6,467 名（2020 年 9月末現
在で正員5,482名、学生員863名、特別員122社）により構成されている。
日本機械学会関西支部は機械工学分野の仕事に携わる研究者／技
術者の交流、情報交換の場として、また「関西地方における、機械に
関する学術の進展および技術の進歩をはかり、かつ工業の発展のため
に尽くす」ことを目的として1925 年（大正 14 年）6月28日に設立された。
以後、地域活動に基盤を置いて機械工学を含む工業分野の将来に向
けての積極的な提言を行い、常に全国に先駆けたユニークな活動を行っ
てきている。

主な活動内容

主な活動は、以下のように分けられる。
１）研究発表・技術交流活動
　・定時総会講演会、卒業研究発表講演会
　・秋季技術交流フォーラム
２）情報提供活動
　・先端機械工学関連講習会（年 6回開催）
　・ステップアップセミナー（年 1回開催）
　・部門との合同企画講習会（随時）
　・先端企業施設の見学会（年間 2回程度開催）
　・特別フォーラム（不定期に開催）
３）懇話会活動（現在 8グループが活動中）
４）専門部会活動（現在 5部会が活動中）
５）学生会活動（�工場見学会、「メカライフの世界」展、�

卒業研究発表講演会の企画運営、など）
６）シニア会活動（2006 年 4 月設立）
研究発表活動では毎年 3月に定時総会講演会を開催し、一般講演と
共にオ―ガナイズド方式の学術講演、フォーラム、ワークショップ等の場
が設けられ、活発な学術情報交換を行っている。一方、秋には懇話会
企画のもとに産学交流の場としての秋季技術交流フォーラムを開催して
いる。定時総会講演会における総講申込総数は常時 200 件を超えてい
る。2019 年 10月開催の第 20 回秋季技術交流フォーラムにおける講演
数は特別講演・基調講演を含めて30 件を数えた。また、企画から運営
まで学生会が自ら実施する卒業研究発表講演会では講演数が常時 300
件を超え、コメンテータとしての商議員やシニア会会員による的確な質疑
応答により次世代を担う人材育成を図っている。なお 2020 年 3月の定
時総会講演会および卒業研究発表会は、コロナ感染拡大防止の観点か
ら現地開催が中止となった。今後、感染拡大などにより現地開催ができ
ない場合には、オンラインで各種イベントを開催する方針である。
情報提供活動では各種の講習会を開催し、機械工学における様々な
問題解決に必要な技術情報を提供している。ステップアップセミナーでは、
主として戦略的技術経営に関わるテーマを取り上げ、高い評価を受けて

いる。また、2019 年度は「Society5.0 がめざす新しい社会」と題した
特別フォーラムを開催し、社会の中での機械工学のあり方に関する議論
の場を提供している。
懇話会活動では、現在 8つの懇話会がそれぞれ独自に研究会やシン

ポジウムを開催しており、活発な関西支部活動の中で、会員に密着した
活動の一翼を担うと同時に、産学交流の促進と支部から全国に向けた
情報発信に大きな役割を果たしている。
専門部会は5部会で構成され、主に年 3回の関西支部商議員会後

に話題提供（講演）を主とした活動が行われている。（懇話会活動およ
び専門部会活動の詳細については関西支部のHPを参照。）
2006 年 4月に発足したシニア会は、会員数が 218 名（2020 年 2月
末現在）に達し、原則 60 歳以上の会員相互の交流と、豊富な経験に
基づいた企業への技術支援や小学生対象の理科工作教室の開催など
活発な活動を行い、日本機械学会本部および他支部からも注目を集めて
いる。

「MECHAVOCATION」活動

技術情報誌「MECHAVOCATION」は、1993 年度に事業を開
始して以来 28 年目を迎え、学生に対する進路情報誌としてはもちろん、
大学等の研究と企業の技術を結びつける双方向の情報交換・技術交
流の媒体としての役割を確立している。「MECHAVOCATION」では
1998 年度よりインターネット版を併設し、企業技術を詳しく紹介するととも
に、「MECHAVOCATION」HPと企業 HPとをリンクし、学生がさら
に多くの企業情報を入手できるようにしている。また希望する企業には学
生との双方向情報交換システム（エントリー機能）を導入している。さらに、
技術情報誌としての性格をより明確にし、各大学・短大・高専の産学協
同に関する取り組みについての情報を盛り込むなど、冊子、インタ―ネッ
ト版、併せて有益な情報を発信している。
今年度発行する「MECHAVOCATION2021」（冊子）は、関西
地域の大学・短大・高専の最終学年へ進む機械系学生約 6,000 名、
学校関係者および協賛企業に配布するだけでなく、機械系学科のある
全国約 160 校の主要大学にも配布する。
また、産学連携の重要性の認識が高まる中で、関西支部では

「MECHAVOCATION」が企業と学校関係者の技術情報交流のプ
ラットフォームであることを活用し、2007 年度から様々な交流事業を推進
している。2019 年 12月の「学生のための企業技術発表会」には、企
業から246 名、学校から教員 27 名､ 学生 477 名の合計 750 名の参加
があった。今年度はオンライン形式で、昨年度に引き続き6月に「協賛
企業と学生員との意見交換会－インターンシップ編－」を実施し、12月に
「学生のための企業技術発表会」、2月に「就職に関する企業と学校
の交流会」、3月に定時総会講演会の中で「メカボケーション学生研究
発表セッション」をオンライン形式で開催する予定で準備を進めている。�
� （関西支部常務幹事　尾方　成信）
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［２］2019 年度－2020 年度の関西支部事業報告

2019 年度〜2020 年度に日本機械学会関西支部が行った各事業の内容を項目別に分類して下表にまとめた。

行 事 名 内 容 開催日 会 場 出席数

第 20 回秋季技術交流フォーラム 特別講演 1 件、基調講演 16 件、フォーラム 13 件 ’19.10.19 大阪市立大学 133

第 95 期定時総会講演会 研究発表（一般・オーガナイズド方式併設）講演 208 件、
基調講演 6 件、関西支部賞受賞記念講演 4 件　計 218 件 ’20.3.11〜12 同志社大学 

（現地開催中止）

第 21 回秋季技術交流フォーラム 講演 4 件、総合討論 ’20.10.17 Web 開催 98

第 96 期定時総会講演会 ’21.3.17〜18 大阪大学 豊中キャンパス
（Web 開催検討中）

第 361 回講習会 構造・強度設計における数値シミュレーションの基礎と応用 ’19.5.28〜29 大阪科学技術センター 104

第 362 回講習会 実務者のための騒音防止技術（展示、簡易実習付き） ’19.7.30〜31 大阪科学技術センター 52

第 363 回講習会 応力計測の基礎とその応用（デモンストレーション付き） ’19.10.24〜25 大阪科学技術センター 70

第 364 回講習会 実務者のための流体解析技術の基礎と応用
（各種シミュレーション技術の適用事例紹介付き） ’19.11.21〜22 大阪科学技術センター 70

第 365 回講習会 機械加工技術の基礎理論と最新動向
〜基礎理論、IoT、モニタリング、3D 造形、レーザー加工〜 ’19.12.5〜6 大阪科学技術センター 44

第 366 回講習会 実務者のための振動基礎と制振・制御技術 ’20.1.27〜28 大阪科学技術センター 42

第 367 回講習会 破壊力学の基礎と最新応用（実験実習、計算演習付き） ’20.5.27〜28 
（中止）

第 368 回講習会 事例に学ぶ流体関連振動（トラブル事例相談会付き） ’20.7.27〜28 
（延期）

第 369 回講習会 熱応力による変形・破壊の評価方法と対策事例 ’20.10.26〜27 Web 開催 56

第 370 回講習会 実務者のための流体解析技術の基礎と応用 ’20.11.4〜5 Web 開催

第 371 回講習会 機械加工技術の基礎理論と最新動向
〜基礎理論から最新動向まで事例を交えて詳しく解説します〜 ’20.12.17〜18 Web 開催

第 372 回講習会
（第 368 回講習会延期分） 事例に学ぶ流体関連振動 ’21.1.25 〜 26 Web 開催

ステップアップ・セミナー 2019 自動車関連技術開発の新展開 ’19.11.29 大阪科学技術センター 95



146

日本機械学会関西支部の活動報告
2019年度－2020年度の関西支部事業報告

行 事 名 内 容 開催日 会 場 出席数

第 647 回見学会 コマツ 大阪工場・生産技術開発センタ ’19.9.27 大阪府枚方市 50

第 95 期定時総会見学会 堀場製作所　HORIBA BIWAKO E-HARBOR ’20.3.13 
（中止）

第 648 回見学会 HySTRA
水素コジェネレーションシステムエネルギーセンター （中止）

特別フォーラム Society5.0 がめざす新しい社会 ’19.9.20 大阪科学技術センター 78

「機械の日・機械週間」の
記念行事

青少年のための講演会「夢を実感する」 ’19.8.3 中之島会館 154

機械週間（ 7 日：機械の日）行事（本部企画） ’20.8.7 大阪市中央公会堂 
（現地開催中止）

サロン de 関西支部 「未来エレクトロニクス創成加速 D Ⅱ協働大学院プログラム」
の取り組み ’19.9.3 大阪科学技術センター 50

メカボケーション活動

協賛企業と学生員の意見交換会－インターンシップ編－ ’19.6.8 近畿大学 121

技術情報誌「MECHAVOCATION 2020」発刊 ’19.11.20（冊子およびインターネット版）

学生のための企業技術発表会 ’19.12.7 近畿大学 750

就職に関する企業と学校の交流会 ’20.2.18 大阪科学技術センター 189

メカボケーション学生研究発表会 ’20.3.11 同志社大学 
（現地開催中止）

協賛企業と学生員の意見交換会－インターンシップ編－ ’20.6.13 
（動画配信）

技術情報誌「MECHAVOCATION 2021」発刊 ’20.11.20（冊子およびインターネット版）

学生のための企業技術発表会 on the Net ’20.11.28・
12.5・12.12 Web 開催

就職に関する企業と学校の交流会 ’21.2.16 Web 開催

メカボケーション学生研究発表会 ’21.3.17 Web 開催

その他 2020 年度関西支部賞募集 ’20.8 上旬



147

日本機械学会関西支部の活動報告
関西学生会活動報告

［３］関西学生会活動報告

関西学生会は、日本機械学会関西支部の学生員（18 大学､ 6 高
等専門学校､ 会員数 863 人）の有志が集まって自主的に運営されて
いる。その活動内容は、卒業研究講演会の運営だけでなく、2回の
講演会、見学会、そして子供たちを対象とした機械工学の体験型イベ
ントなど多岐にわたり一年間広く活動してきており、全国に8つある支
部の中でも最も精力的に活動している学生会といえる。例年の主な活
動を以下に述べるが、本年度は新型コロナの影響で、一部中止もあっ
たが、ほとんどの行事をオンライン開催に変更することにより対応した。

１．学生会総会

関西学生会の活動は、4月から始まる上半期と10月から始まる下半
期に分かれており、4月と10月に総会を開催して、学生会の年間活
動報告、予算報告等を行っている（本年度は、新型コロナの影響で
Web 会議で行なっている）。4月の上半期総会においては、任期を翌
年 3月までとして、委員長校、副委員長校（2校）、書記校、会計校
を選出している。役員校の交代時期を4月とすることで、学生会にとっ
て最大の行事である3月の学生員卒業研究発表講演会（卒研講演会）
までの準備期間を十分に確保し、その運営を円滑なものとしている。

２．幹事校会（運営委員会）

関西学生会では、年に7〜 8回程度、約 50 名の運営委員の出席
のもと、幹事校会（運営委員会）を開催し、『メカライフの世界』展、
卒業研究発表講演会、見学会等の企画立案・準備も含め、学生会
活動全般について、熱心に議論し決定している。本行事も本年度は
Web 会議で行なっている。

３．講演会

関西学生会では、幹事校会（運営委員会）と同じ日に、支部の幹事、
開催校の教員、シニア会の幹事等にお願いして、機械工学に限定す
ることなく、幅広い分野のテーマについて講演していただいている。参
加者の知識を拡げるのみならず、参加者が学生会の活動に触れること
で、学生会の各種企画への参加の契機となることを期待して、この講
演会は一般の学生員にも公開している。本年度はリモートで行なった。

４．見学会

学生が産業界の実態に触れる機会を持ち、学生会活動の一層の活
性化をはかるために、関西学生会の主催で京阪神地区の工場の見学
会を開催している。この見学会も、一般の学生員に公開している。関
係企業のご理解とご協力を仰ぎながら企画・実施することで、毎年意
義深い見学会となっている。2020 年度は、9月28日に三菱電機（株）
においてオンラインによる見学会を実施した。オンラインのため、従来
の工場見学は行わず、機械系出身の社員との交流をメインにし、研究
開発職の紹介や働き方等に関する質疑応答が従来以上に活発に行え
たことで、有意義な見学会であった。

５．学生交流会

学生交流会は、日本機械学会年次大会の際に開催されている。第
１部は企業の若手技術者による導入プレゼンテーション、第 2部は若
手技術者を囲んだ立食形式の意見交換会で構成されており、学生員
と若手技術者との積極的な交流がなされている。この交流会は一般
学生にも公開している。2020 年度は年次大会がリモート開催となった
ため、交流会は中止となった。

６．『メカライフの世界』展

小中学生をはじめ一般の人々に機械、機械工学に対する興味と理
解を深めてもらうことを目的として、展示および体験型の教育普及活動を
『メカライフの世界』展として、関西学生会主催で運営委員の協力に
よって毎年実施している。関西学生会が最も力を入れている活動の一
つであり、上半期総会（4月）の時期から企画会議を重ねて、『メカラ
イフの世界』展の実施に向けた準備を行っている。会場は、バンドー
神戸青少年科学館（神戸市立青少年科学館）にご提供いただいてお
り、さらに共催として多大なご協力を賜っている。
展示の趣旨、学生による企画・運営であることから、開催日を「関
西文化の日」に設定いただき、このイベントを広く周知いただくとともに
多数の子供たちに参加いただいている。2019 年度の『メカライフの世
界』展は11月16、17日に開催され、961 人の入場者があった。エコ
ランカー、日本刀製作などの展示、二足歩行ロボット、マスタースレー
ブ式ロボット、パイプオルガンなどの体験型展示などで、子供たちが科
学技術や機械工学に触れる機会を提供した。また、風船ホバークラフ
ト、割りばしパチンコ、坂道歩行ロボット、カエルジャンプの無料工作で、
子供たちにものづくり体験の機会を提供した。2020 年度の『メカライフ
の世界』展も引き続きバンドー神戸青少年科学館のご協力のもと、11
月14日から動画配信という形で開催予定である。

７．学生員卒業研究発表講演会

卒業研究発表講演会は、関西学生会の最も重要な行事である。毎
年 3月の卒業時期に開催され、卒業研究をやり遂げた学生員がその
研究成果を公表する貴重な機会となっており、同時に特別講演や学
生懇親会も行われている。卒業研究発表講演会では、優秀な発表に
対してBest�Presentation�Awards（BPA）を授与している。この
BPAは 1998 年に制定され、学生員のプレゼンテーション能力の上達
目標の一つとなっている。商議員、学生会会員校の教員、シニア会
の会員には、各講演セッションでのコメンテータとして協力いただいて
いるが、セッション座長は大学院生が務め、その他、講演会の運営、
BPAの評価シートの作成、集計、受賞者の決定と発表などは、すべ
て学生会が担当している。
2019 年度の卒業研究発表講演会は、2020 年 3月10日に同志社
大学京田辺キャンパスで開催予定だったが新型コロナの影響のため急
遽中止となった。2020 年度の卒業研究発表講演会は2021 年 3月15
日に、大阪大学石橋キャンパスでオンラインによる開催予定である。
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８．機関誌『春秋』

関西学生会では、学生会の活動報告、『メカライフの世界』展など
の行事内容や、関西学生会の会員校の紹介などを記事とした冊子を、
機関誌『春秋』として毎年１回刊行している。学生が自主的に編集し
ており、ユニークで個性あふれる記事が、写真を交えて掲載されてい
る。『春秋』は、関西学生会の会員校には無料配布され、卒業研究
発表講演会でも参加者に配布されている。2020 年度は通算 52 号とな
る。

９．シニア会との交流会

関西学生会では、シニア会が企画・運営する交流会に参画している。
交流会ではテーマが設定され、シニア会会員による基調講演、シニア
会と学生会双方からの提言、グループ討論などが行われており、学生
がシニアの豊かな経験、知識を学ぶ貴重な機会となっている。2019 年
度の交流会は、「シニア会と学生会との討論会〜目指すべき技術者とは
（技術立国の担い手として）〜」をテーマとして、10月6日に大阪産
業大学梅田サテライトキャンパスで開催された。学生会からは20 名が
参加し、非常に有意義な交流会であった。2020 年度の交流会は、残
念ながら新型コロナの影響のため中止となった。
また、シニア会主催の「理科工作教室」にも、学生会から運営委
員を派遣し、運営に協力しているが、2020 年度は同じく新型コロナの
影響のため中止となった。

その他、関西学生会は「学生のための企業技術発表会」など、
支部主催の「MECHAVOCATION」事業にも積極的に参加している。
以上のように、関西学生会は将来の日本を支える機械技術者を目指
す学生に、機械工学に関連する技術、知識とともに、多様な交流の
場を提供し、その自主的かつ積極的な活動を通して日本機械学会へ
の理解を拡げることで、会員数の一層の増加に貢献している。ただし、
関西学生会による以上の活動は、支部独自の財政支援を含む全面的
なバックアップと、会員企業の絶大なご協力とご支援、商議員、学生
会会員校教員、シニア会会員の皆様の多大なご理解とご協力、そし
て学生会顧問の先生方の熱心なご指導とご協力があって、初めて成
立するものである。関係各位には、この場を借りて深謝の意を表す。
そして、大学・高専に在学中で、日本機械学会に未加入の機械系
学生諸君には、以上のような恩恵を受けることができる日本機械学会に
入会し、学生会活動に積極的に参加することを、強く勧める。まずは、
所属校の学生会顧問から案内される講演会、見学会に、気軽な気持
ちで参加してみてはいかがだろうか。
� （関西支部学生会幹事長　山口　智実）

関西学生会会員校（太字は幹事校）

大阪大学、大阪工業大学、大阪産業大学、大阪市立大学、大阪

府立大学、関西大学、京都大学、京都工芸繊維大学、近畿大学、

神戸大学、同志社大学、兵庫県立大学、龍谷大学、大阪電気通信
大学、滋賀県立大学、摂南大学、立命館大学、和歌山大学、明石
工業高等専門学校、大阪府立大学工業高等専門学校、神戸市立工
業高等専門学校、奈良工業高等専門学校、舞鶴工業高等専門学校、
和歌山工業高等専門学校
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日本機械学会関西支部の活動報告
関西学生会活動報告

2020 年度関西学生会年間行事報告・予定

行 事 名 内 容 開催日 会 場

第 8 回運営委員会 卒業研究発表講演会前日準備 20.3.9（中止）

同志社大学2019 年度 
卒業研究発表講演会

卒業研究発表講演、懇親会 
特別講演「自動運転ベンチャーの挑戦」

二宮　芳樹　氏（名古屋大学未来社会創造機構）

20.3.10
（講演会中止）

学生会顧問と支部幹事の意見交換会 学生会顧問と支部幹事の意見交換会 20.3.10（中止）

第 1 回運営委員会 事業報告、事業計画、上半期総会議案確認等

20.4.25 メール審議
2020 年度上半期総会

2019 年度下半期事業報告

2020 年度上半期事業計画、幹事校承認、懇親会

臨時運営委員会 メカライフ担当協議、「親と子の理科工作教室」の協力者選出等 20.5（中止） 関西大学

第 2 回運営委員会 「メカライフの世界」展企画、担当検討等 20.6.13
（Web 会議）

メカボケーション協賛
企業と関西学生会との交流会
－インターンシップ編－

関西学生会の活動紹介、メカボケーション企業による 
インターンシップ説明会、懇談会 

（支部開催行事に協力）

20.6.13
（Web 開催） 近畿大学

第 3 回運営委員会 「メカライフの世界」展企画、担当決定、スケジュール作成等 20.7.18
（Web 会議）

大阪工業大学

第 173 回講演会 メカトロニクス技術を活用したリハビリテーション機器の研究開発
原口　真　氏（大阪工業大学）

20.7.18
（Web 開催）

「機械の日」支援教室 本部企画（シニア会支援）に運営協力 20.8.7（中止） 大阪市公会堂

JSME 年次大会 学生会委員長会、「学生交流会」 20.9.15（延期） 名古屋大学

第 4 回運営委員会 「メカライフの世界」展企画、役員改選準備等
20.9.19

（Web 会議） 京都工芸繊維大学
第 174 回講演会 CFD の可能性ーここまでできる流体シミュレーション

山川　勝史　氏（京都工芸繊維大学）

第 242 回見学会 三菱電機株式会社 20.9.28
（Web 会議）

第 5 回運営委員会 役員改選、「メカライフの世界」展準備、 
卒業研究発表講演会企画、下半期総会議案確認等

20.10.10
（Web 会議） 関西大学

2020 年度下半期総会
2020 年度上半期事業報告

2020 年度下半期事業計画、役員改選、懇親会

「メカライフの世界」展準備 「メカライフの世界」展前日準備 20.11

バンドー神戸 
青少年科学館

「メカライフの世界」展 小中学生に対して、物理現象の実演やロボットを 
はじめとする先端技術の紹介、工作教室等の提供

20.11.1 〜
（動画配信）

第 6 回運営委員会 「メカライフの世界」展当日準備 
初日実績確認と反省

20.11.14
（Web 開催）

学生のための企業技術発表会 メカボケーション協賛企業による技術発表会 
（支部開催行事に協力）

20.11.28
（Web 開催など） 近畿大学

第 7 回運営委員会 卒業研究発表講演会準備、機関誌「春秋」の編集準備 20.12
（Web 会議）

大阪大学基礎工第 8 回運営委員会 卒業研究発表講演会前日準備 2021.3.15
（Web 会議）

2020 年度卒業研究発表講演会 卒業研究発表講演、特別講演 2021.3.16
（Web 会議）学生会顧問と支部幹事の意見交換会 学生会顧問と支部幹事の意見交換会

※運営委員会の会場は、2020 年度の役員校、卒業研究発表講演会場などから選定した。
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編集委員会委員一覧

委 員 長 中部　主敬 京都大学　教授
副 委 員 長 岡村　一男 日本製鉄㈱　顧問
庶 務 委 員 尾方　成信 大阪大学　教授
会 計 委 員 小森　雅晴 京都大学　教授
企 画 委 員 田邉　裕貴 滋賀県立大学　教授

〃 秋吉　雅夫 三菱電機㈱　グループマネージャー
〃 西田　耕介 京都工芸繊維大学　准教授

実 行 委 員 青山　栄一 同志社大学　教授
〃 赤松　史光 大阪大学　教授
〃 笠井　一成 ダイキン工業㈱　部長
〃 木之下　博 兵庫県立大学　教授
〃 桑原　一成 大阪工業大学　教授
〃 小林　昇 夏原工業㈱　部長
〃 柴山　俊 三菱重工業㈱　次長
〃 鈴木　直弥 近畿大学　教授
〃 武石　賢一郎 大阪大学　招へい教授
〃 仲山　善裕 ㈱神戸製鋼所　主任部員
〃 藤本　岳洋 神戸大学　教授
〃 牧野　泰三 日本製鉄㈱　上席主幹研究員
〃 宮本　宜昌 昭和電機㈱　部長 
〃 安井　昌宏 ㈱アルトナー　マネージャー
〃 小澤　守 関西大学　名誉教授
〃 伊藤　宏幸 ダイキン工業㈱　リサーチコーディネーター

編 集 委 員 荒賀　浩一 近畿大学工業高等専門学校　教授
〃 荒木　栄敏 京都工芸繊維大学　教授
〃 井岡　誠司 大阪電気通信大学　教授
〃 石田　秀士 摂南大学　准教授
〃 大村　高弘 和歌山工業高等専門学校　教授　学科主任 
〃 杉山　和靖 大阪大学　教授
〃 鈴木　哲 関西大学　准教授
〃 瀬川　大資 大阪府立大学　教授
〃 田原　弘一 大阪産業大学　教授
〃 堤　　一義 龍谷大学　教授
〃 廣　　和樹 奈良工業高等専門学校　教授
〃 廣川　敬康 近畿大学　教授
〃 細川　茂雄 関西大学　教授
〃 松井　徹 和歌山大学　准教授
〃 松本　龍介 京都先端科学大学　准教授
〃 三宅　修吾 神戸市立工業高等専門学校　教授
〃 村上　信太郎 舞鶴工業高等専門学校　講師
〃 森　　英喜 産業技術短期大学　講師
〃 森下　智博 明石工業高等専門学校　教授
〃 森田　有亮 同志社大学　教授
〃 山崎　友裕 大阪市立大学　教授
〃 山本　憲隆 立命館大学　教授
〃 横小路　泰義 神戸大学　教授
〃 和田　健 大阪府立大学工業高等専門学校　准教授

※印は、前支部長  

※
※




